
１　平成22年度の細事業概要 ※必要に応じて行の幅を拡大すること

２　細事業コスト （単位：千円）

３　細事業の参画協働に関する自己評価

資料2-①
H23.8.31

（所管課名）　文化振興課

細 事 業 名文化活動支援経費

上位事業の 目的本市の特性を生かした文化事業を展開し、市民の文化活動を活性化する。

Ｈ２２年度細事業の
取 り 組 み 実 績

   くまもと全国邦楽コンクールへの助成など、側面から舞台芸術活動に対する支援を行った。

※別添資料 （ 有 ・ 無 ）

参画の手法

自己
評価 Ａ　よくできた

Ｂ　まあまあできた
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　全くできなかったＢ

平成22年度参画協働の取組　自己評価シート

事 業 名文化活動活性化事業
章 2

節 5

市ホームページ、市政だより、専門情報誌等による積極的な広報活動

協働の形態
・熊本県文化協会等の関係団体による実行委員会を設置し共催で開催した。

・費用の一部助成により、側面から支援する。

決 算 額
予 算 額 等

平成22年度決算 平成23年度予算 平成24年度見込み

17,298 16,328 16,328

③

【市民ニーズ等の反映】
どのような点に工夫して市民から
の意見や情報収集・意見交換等
を行い、ニーズを事業に反映しま
したか

・入場者にアンケートを行い、結果を次回開催の参考にしている。

課題と
改善点

・入場者数が伸び悩んでいるため、増加策の検討が必要。

評価ポイント 具体的な取組と評価 ・ その理由など

①

【積極的な情報共有】
どのような広報活動を通じ、どの
ような市民を対象として、事業に
関する情報を積極的に提供しまし
たか。また、どのような情報収集
を図りましたか

・市ホームページ、くまもと全国邦楽コンクールホームページ、市政だより、シ
ティーＦＭ「おはよう熊本市」、ポスターにより全市民を対象として情報提供を
行い、情報の周知度の向上を図った。
・市内全小・中学校、市内高校・大学邦楽サークル関係にチラシを配布し情報
の提供を行った。

②

【参画の機会の提供】
どのような手法をどの程度組み合
わせ、どのような市民を対象とし
て多くの参画の機会を設けました
か

・関係団体と有識者からなる実行委員会で、邦楽コンクールについて、意見交
換を行い、企画を決定した。

・舞台芸術活動を行う団体または個人より申請してもらう。

（情報共有）

参　画



４　平成23年度の計画

□ 拡大・充実 □ 現状維持 □ 見直し・改善 □ 縮小・終期設定 □ 廃止・休止

・事業費が削減されるなか、内容の見直しを行いコスト削減を行った上で、効果的で継続可能な事業となるよ
う検討が必要と考えている。

協働の形態
・くまもと全国邦楽コンクールは、熊本県文化協会等の関係団体・有識者等による実行委員会を設置し、協
働で開催する。
・費用の一部助成により、側面から舞台芸術活動を支援する。

自己
評価 Ａ　よくできた

Ｂ　まあまあできた
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　全くできなかったＢ

Ｈ ２ ３ 細 事 業 の
取 り 組 み 予 定

・市民の文化芸術活動への支援を行うとともに、市民が文化芸術に触れる機会の充実を図る。

参画の手法 ・市ホームページや市政だより等により、文化事業などの積極的な広報活動を行う。                                  

情報共有・参画・協
働の経費や期間に
関する課題と改善点

【役割の分担】
当初の期待と比べ、市民との役割
分担を明確にして対等な立場で
事業を進めることができましたか

【信頼関係の構築】
当初の期待と比べ、協働を通じて
情報共有を図り、お互いの信頼関
係を築き、双方が実感できました
か

・平成９年より１５年間実行委員会を開催していく中でお互いの信頼関係は築
かれたと思われる。

・発表機会の充実が図られ、市民も鑑賞機会を得られことが実感できたと思
われる。

評価ポイント 具体的な取組と評価 ・ その理由など

④

23 年 度 以 降
の 方 向 性

・実行委員会の中で意見交換を行い,対等な立場で企画を進めることができ
た。

・舞台芸術活動を行う団体または個人より申請されたものを審査会において
審査し補助対象を決定し助成を行う。

⑤

【事業効果の向上】
当初の期待と比べ、市民との協働
により、行政単独で行うよりも市民
満足度が高まるなどの事業効果
を上げることができましたか

・実行委員会で専門的知識を持つ関係団体との意見交換により、コンクール
の審査員選出、ゲストの紹介等質の向上が図られた。

・費用の一部を助成することにより、発表機会の充実と市民に鑑賞する機会を
提供できた。

⑥

課題と
改善点

・文化活動を守り育てていくには、一時的なものでなく、継続していく事が
必要と考えている。
また、お互いの立場を尊重し、公平な立場で意見交換を行っていく必要が
ある。

協　働




















































